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今季は一月に入ってから例年に無く大寒気団

が押し寄せ、金沢も久々の大雪に見舞われてい

ます。ここ数年、一度はドカ雪が降っても１～

２日で解けてしまう程度が続いたので、除雪体

制も温暖化していたのでしょうか？市道の除雪

が全く追いつかず、連日低気温だったことにも

よって、ぼこぼこ道が一週間ほど続きました。

降雪は人の根性を顕にするそうです。自分の

駐車場は雪を掻いても、目の前の歩道は知らん

振り。そんな和菓子店が顕になったのは、業態

からいっても残念です。

雪国の人々は総じて我慢強いです。アクシデ

ントに巻き込まれても、慌てず騒がず事態が収

集するのを待っています。雪道でトラブルを起

こすのは大抵乱暴な運転と相場が決まっていま

す。タイヤの小さな軽自動車や、チェーンを巻

かずに走ってきた大型車なども主に原因を作っ

ていたようです。

「夏タイヤで雪道を走行して事故」の報道も

ありましたが、これは立派な道交法違反です。

ただ、原因車の運転者・所有者に経済的損失の

賠償を求めると、巻き込み台数によっては億単

位になると予想されるので、それも現実的では

ありません。ただ、他の災害と異なり、降雪だ

けは事前にほぼ予測が可能ですので、確実な予

防措置が取れるはずなのですが…。

さて、節分はもうすぐです。豆まき用に売ら

れている素煎りの大豆が好物です。この時期、

撒く前に買ってきては、仕事をしながらボリボ

リと食べてしまう繰り返し…。

日が落ちるのも遅くなってきました。春はそ

れほど遠くないようです。光陰矢のごとし。冬

の間にできることをしっかり整え、来る春に飛

躍すべく、備えたいものです。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

石川県金沢市にて

by ham a

如如如 月月月本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。

上京された際、ご利用になってみてください。

のと だらぼち

03-5537-3078

17:00～23:00 日曜祝休

中央区銀座8-4-27

プラーザ銀座ビル地下１階

(銀座外堀通りasics前)



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

ブ
ラ
ン
ド
考

』

昨
年
の
石
川
県
の
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
地
域
ブ
ラ

ン
ド
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
と
ご
一
緒
に
考
え
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
「
テ
ー
マ
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
・
思
考
が
ま
と
ま
ら
ず
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
の
が
、
ス
ッ
キ
リ
し

た
」
と
大
変
好
評
で
、
し
か
も
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
話
が
聞
き
た

い
と
仰
る
声
を
多
く
頂
い
た
。

ほ
ん
と
う
に
誠
に
有
難
い
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
早
速
、
メ

イ
ン
講
師
の
髙
橋
先
生
に
お
願
い
し
て
今
月
十
一
日
に
再
度
、
金
沢

で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
徹
底
的
に
講
義
を
頂
く
機
会
を
設

け
た
。
先
日
よ
り
募
集
を
開
始
し
た
が
、
お
蔭
様
で
十
日
を
残
し
、

ほ
ぼ
満
席
状
態
に
至
っ
た
。
こ
の
手
の
セ
ミ
ナ
ー
は
集
客
に
苦
労
す

る
も
の
だ
が
、
口
コ
ミ
を
し
て
頂
い
た
方
も
多
く
、
ま
す
ま
す
有
難

い
こ
と
が
起
き
て
い
て
感
謝
に
堪
え
な
い
。

髙
橋
先
生
は
、
企
業
や
個
人
を
対
象
と
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ご
専
門
。
小
生
は
、

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
組
み
合
わ
せ

で
あ
る
。
先
生
か
ら
改
め
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
直
し

て
み
る
と
、
実
に
多
く
の
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
。

最
も
根
底
的
な
こ
と
は
、
個
人
・
組
織
・
地
域
と
、
対
象
が
変
わ

れ
ど
も
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
際
に
核
と
す
べ
き
部
分
や
、
そ
の
開

発
・
構
築
に
関
す
る
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
何
も
変
わ
ら
な
い

点
だ
。
全
て
に
共
通
す
る
「
ブ
ラ
ン
ド
を
効
果
的
に
構
築
す
る
た
め

の
法
則
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
正
直
驚
か
さ
れ
た
。

前
回
は
『
人
生
百
年
時
代
』
の
話
だ
け
で
終
わ
っ
て
、
一
回

パ
ス
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
改
め
て
複
合

糖
質
に
話
題
を
戻
し
て
、
締
め
く
く
り
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。夕
食
を
「
牛
丼
の
特
盛
一
杯
だ
け
」
も
し
く
は
「
牛
皿
の
大

盛
り
三
皿
だ
け
」
の
ど
ち
ら
か
に
、
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
思
い

ま
す
か
？
と
い
う
質
問
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
吉
野
家
な
ら
約

千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
で
す
が
、
こ
の
話
を
周
囲
に
し
た
と

こ
ろ
、
思
わ
ぬ
反
応
が
相
次
い
で
正
直
困
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
は
何
の
迷
い
も
な
く
「
牛
皿
の
大
盛
り
だ
け
を
三
皿
な

ん
て
無
理
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
米
飯
な
し
で
副
食
だ
け
の

食
事
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
感
覚
で
す
。
私
が
日
々
の

診
療
で
主
に
接
し
て
い
る
中
高
年
の
患
者
さ
ん
た
ち
も
、
概

ね
同
じ
よ
う
な
反
応
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
た
ち
が
糖
質

制
限
食
を
始
め
た
り
す
る
と
、
頑
張
り
抜
い
て
体
重
が
減
る

か
早
々
に
挫
折
す
る
か
の
二
群
に
ク
ッ
キ
リ
と
分
か
れ
ま

す
。
で
す
が
息
子
に
聞
い
て
み
る
と
、
気
分
に
よ
っ
て
ど
っ
ち

で
も
ア
リ
な
の
だ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
彼
の
周
囲
に
は
、
食
べ

る
も
の
は
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
だ
け
と
か
、
ご
飯
は
一
切
食
べ
な

い
と
か
、
何
に
で
も
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け
て
食
べ
る
と
い
う

若
者
ま
で
い
る
そ
う
で
す
。

今
日
の
本
題
か
ら
は
外
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
食
の
乱
れ

は
生
活
習
慣
病
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。
私
は
、
食
事
が
生

活
習
慣
の
中
に
占
め
る
割
合
は
七
?
八
割
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
は
翻
っ
て
、
「
正
し
い
食
事
」
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。
食
材
も
食
べ
方
も
際
限
な
く
多
様
に
な
っ
て

い
る
今
日
、
昔
な
が
ら
の
定
義
は
全
く
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
私

な
り
に
考
え
た
「
食
事
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
、
今
後
も
根
拠
を

示
し
な
が
ら
披
露
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

複
合
糖
質
の
話
に
戻
り
ま
す
。
日
本
の
食
卓
で
は
、
複
合
糖

質
と
り
わ
け
米
飯
が
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
心
で
あ

り
続
け
て
き
ま
し
た
。
米
の
調
理
は
、
米
よ
り
多
い
量

の
水
を
加
え
て
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
米
飯
と
は
、
実

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
低
い
ふ
や
け
た
食
品
な
の
で

す
。
肉
体
労
働
を
行
う
に
は
、
大
量
に
ガ
ッ
ツ
リ
食
べ

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
、
副
食
は

複
合
糖
質
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
程
度
の
脇
役
に

過
ぎ
ず
、
味
噌
な
ど
の
塩
分
が
主
で
し
た
。
米
は
適
度
の
蛋
白
質

も
含
ん
で
い
る
た
め
、
玄
米
の
ま
ま
で
ビ
タ
ミ
ン
さ
え
保
っ
て

お
け
ば
、
米
飯
と
味
噌
だ
け
で
生
き
る
こ
と
は
充
分
に
可
能

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
副
食
が
、
こ
こ
数
十
年
で
質
も
量
も
大
き

な
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
副
食
と
し
て
の
肉
や
魚
や
油
が
、
繁
栄

や
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
も
て
は
や
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

肉
と
魚
は
と
も
に
蛋
白
質
が
主
成
分
で
す
が
、
脂
肪
を
含
む
う

え
に
米
飯
ほ
ど
は
水
分
を
含
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
油
に
至
っ
て

は
１
グ
ラ
ム
が
９
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
か
ら
、
最
高
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
密
度
で
す
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
困
っ
た
こ
と
に
、
食
事
の
主

役
で
あ
っ
た
は
ず
の
米
飯
は
、
実
は
副
食
の
盛
り
立
て
役
と
し

て
も
優
秀
だ
っ
た
の
で
す
。
「
白
い
ご
飯
が
あ
れ
ば
、
◯
◯
は
い

く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
…
」
と
い
う
心
当
た
り
は
、
誰
に
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
「
牛
皿
だ
け
大
盛
り
三

皿
は
無
理
だ
け
ど
、
ビ
ー
ル
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
の
と
同

じ
よ
う
な
役
割
で
す
。
少
な
く
と
も
日
本
人
の
か
な
り
の
割
合

で
、
米
飯
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
も
似
た
食
欲
増
進
作
用
を
発
揮
す

る
よ
う
で
す
。

次
回
は
、
麺
類
と
パ
ン
に
軽
く
ふ
れ
た
あ
と
食
物
繊
維
の
話

を
し
て
、
糖
質
に
つ
い
て
の
締
め
く
く
り
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
大
き
く
異
な
る
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
意
思

決
定
の
場
面
で
顕
著
と
な
る
。

ブ
ラ
ン
ド
は
決
し
て
「
な
ん
と
な
く
で
き
あ
が
る
」
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
に
は
方
向
性
を
指
し
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ
れ
を
貫
く
強
い
意
志

が
欠
か
せ
な
い
。

そ
の
点
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル

だ
。
自
分
独
り
が
決
断
す
れ
ば
よ
い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
欠
か
せ
な

い
が
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
へ
の
他
者
合
意
は
要
ら
な
い
。

企
業
・
団
体
・
組
織
は
ど
う
か
。
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
ト
ッ
プ
が
君
臨
す
る
企
業
な
ら
、
個
人
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
上
層
部
だ
け
の
納
得
で
、
組
織
の
構
成
員
全
体
に
共
感
・
共

鳴
が
得
ら
れ
な
い
手
法
で
の
開
発
・
構
築
で
は
、
単
な
る
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
・
カ
ラ
ー
の
制
定
で
実
質
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
意
識
が
バ
ラ
バ

ラ
な
組
織
体
で
は
、
力
を
存
分
に
は
発
揮
で
き
な
い
。

さ
ら
に
地
域
で
は
ど
う
か
。
組
織
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
よ
り
も
さ
ら

に
、
一
段
と
利
害
関
係
・
社
会
的
な
立
場
が
交
錯
し
複
雑
化
す
る
。
つ

ま
り
、
意
思
決
定
に
至
る
合
意
形
成
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
一
方
で
、
全
員
の
合
意
に
傾
き
す
ぎ
る
と
、

ブ
ラ
ン
ド
の
輝
き
と
も
い
う
べ
き
「
際
立
ち
」
が
利
か
ず
、
何
処
に
で

も
あ
る
よ
う
な
鈍
な
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
。

個
人
も
同
じ
だ
が
、
非
凡
さ
を
求
め
る
と
際
立
つ
が
際
ど
く
な
る
。

安
全
を
求
め
る
と
埋
没
す
る
。
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
の
か
。
実
は
、

そ
れ
自
体
が
最
重
要
な
意
思
決
定
ポ
イ
ン
ト
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

残
席
わ
ず
か
と
な
っ
た
。
二
月
十
一
日
午
後
。
金
沢
に
て
お
越
し
を

お
待
ち
申
し
上
げ
た
い
。

寄
稿
『
体
と
心
と
社
会
の
生
活
習
慣
病
～
そ
の
十
五
～

』

麻
田
総
合
病
院
・
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー

井
垣

俊
郎

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

い
が
き

と
し
お

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。



この1年、最も世の中に影響を与えたメディアとはなんだったでしょうか？世界

に目を向ければフェイスブックの利用者が12億人となり、フェイクニュースやロシ

アによる情報操作などアメリカの大統領選挙にまで大きな影響を与えました。米国

大統領はツィッターを用いた身勝手なつぶやきが世界の人々を混乱に陥れ、中国で

は百度というこれもまた中国最大のSNSを言論統制し、共産党独裁の地盤強化に取

り組んだりとテレビ、新聞、雑誌にとってかわったインタネットメディアが人々の

生活はもちろん、国家の戦略ツールとして確立されたことに驚きを隠せません。兵

器を持たない新たな国家間戦争の武器になったという人もいるくらいです。

そして日本に目を向けると、『週刊文春』というこの雑誌メディアが最も影響を

与えたメディアだったのではないでしょうか。芸能人や政治家の「不倫問題」や

「セクハラ・パワハラ」にはじまり、「忖度」という流行語を生みだした森友問

題・加計学園問題、横綱の暴行事件を発端としたなど大相撲協会の話などテレビの

ワイドショーをにぎわすネタは週刊文春が生み出してきました。文春の生み出すネ

タは「文春砲」と呼ばれ、やましい気持ちがある芸能人はじめとした著名人にたい

して戦々恐々な世界を提供したことは間違いありません。

しかし、このような情報が出るにつれて報道の自由とプライバシーの侵害という

2つの権利の話が出てきますが芸能人はそれをうまく利用することで一般人では手

にできないお金を手にすることもできると考えるならば持ちつ持たれつの関係であ

りそこにプライバシー云々の境界線はないと考えてもいいでしょう。また公人と言

われる方にとっては、その資質や行動が多くの人々の生活に影響を与える、もっと

言えば税金をその方の収入となる場合は、やはりその一挙手一投足が国民・市民の

興味対象となるという意味では仕方がないとも考えられます。

しかし、私が思うのは「週刊文春」をはじめとした他人のスキャンダルを主に売

りにしたメディアというのは一体どういう世界を作り出したいのでしょうか？さも

国民の味方・正義の味方然として著名人の秘密を暴き、世間からの誹謗中傷を先導

する。昨今のネット炎上もそうですが、価値観や考え方が異なる、大衆にとって耳

触りの悪い発言をする“生贄”を探し、そこに見ず知らずの人間が集中砲火を与え

る。そんな世界って本当に幸せな世界なんでしたっけ？中世の魔女狩りを見ている

ようです。日本には賛否両論という言葉がありますが、賛成と反対の優劣がつかな

い状態のことを表すものですが、そこは賛成にも反対にも各々の正義と言います

か、確固たる理念が存在するわけです。また賛成・反対の前提にはきちんと理解を

するという行動が必要となります。誹謗中傷と反対というは非なるものです。今の

社会はどちらかと言えば。大衆による村八分というほうが正しい表現なのかもしれ

ません。

文春砲が作り出した世界のひとつが「身勝手な大衆がいることが都合のいい世

界」であるならばそれって、ヨーロッパでの極右主義政党の台頭やアメリカファー

ストなんかよりよっぽど恐ろしいとは思いませんか？

学生のツボがわからない。

大学で教えるようになって6年目が過ぎようとしている。10〜30人程度

の少人数で行う授業ばかり担当していることもあり、なるべく一人一人と

向き合うように心掛けている。自分の学生時代（遠い昔のことだが）と比

べ、世間で言われているような学生像を重ねながら、目の前にいる彼らの

実像に迫り、そして距離感をつかもうとしてきた。

そして探す。どこを押せば響くのか、なにを示せば目を見張るのか、ど

うやれば自ら動こうとするのか。

大学教育で、教員が学生におもねる必要はないのだが、昨今の社会経済

状況と現代の大学生の特性を踏まえ、少し学生側に寄った授業を行いたい

と考えている。それが、サラリーマン経験を経て教壇に立つようになった

私の役割であり、また、観光やまちづくり分野での教育効果を高めるに当

たって、最も手っ取り早いと考えるからだ。

そうしてきてこの6年間でわかったことは、学生のツボはまるでわからな

いということだ。塊で見ても一人一人を見ても、わからないと感じること

のほうが遥かに多い。これは飛びつくだろうというネタ（専門的知見や解

決手法、事例や例え話、アルバイトやボランティア、冗談等）には見向き

もせず、逆にそんな期待もせず話したことに食いつきがよかったりする。

これは私と学生との意識のギャップと、私自身の若者像と実際の若者像

のギャップが理由と思われる。前者は年齢差が拡大するとともに私の頭が

硬直化していくなか、埋めることは至難の技であろう。後者については今

後徐々に近づけていきたいが、まだしばらくは乖離を受け入れるしかな

い。

そういう訳で今のところ、授業等では大枠を示してあとは好きなように

やらせることを基本にしている。一方的な思い込みは捨て、授業目的に

合った様々な材料を示し反応をうかがう。縮こまっていると見れば、自信

をつけさせて思い切ってはみ出させる。散り散りになりそうな時は、中心

となる思いを聞き出しメリハリを意識させる。うまくいかないことも多い

が。

試行錯誤が続く授業等は、私にとって刺激的かつクリエイティブな時間

だと感じている。同じ枠を示しても、去年と今年の学生では、本当に効き

目のあるツボは少し違っている。今年の学生のなかでも一人一人異なって

いる。答えがいろいろあることも学んでほしいとよく言っているが、そう

いう私もまた、多くの答えをこの歳にして学んでいる。

浮き草のごとく78 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一
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ジャム、ハチミツ、チョコレート、クッキー、

おっと松茸まである。試食のくだものが相当に

美味い。

出店者それぞれが個性的で、クオリティは相

当に高い。どうやら、地元の生産者であれば出

店料を支払えば誰でも参加ＯＫではないらし

い。環境に負荷をかけない栽培や飼育、収穫を

しているか、品質へのこだわりやプレゼン力を

持っているかなどが、運営団体によって審査さ

れて、厳しい基準をクリアしないと出店できな

いとのこと。そのことが継続力なんだな、6年

前に比べ全く衰えはなく多くの人を集めてい

た。

プレゼンの審査もあるぐらいだから、品物の

並べ方がとても上手だ。それに比べ日本のイベ

ントでのテントでの物売りがいかにも貧相だ。

ドイツで見たクリスマスマーケットの出店も凄

かったなぁ。さらに、ストリートミュージシャ

ンもいて会場を盛り上げる。お、子供たち対象

の料理教室まで開かれている。住民のリビング

ルーム的存在感があった。もちろん観光的には

最も魅力的な場と言っていい。ポートランドで一番好きな場所だ。

街歩きが気持ちいい。街路樹、無電柱、街区は正方形でコンパクト（一

辺61 m）に作られ、歩行者に優しい街となるように街が設計されてい

る。1972年に策定した都市計画によるものだ。1950～60年代の自動

車社会がダウンタウンを衰退させたことから、ヒューマンスケール、歩き

やすくすることが計画の柱だ。これに路面電車（ストリートカー）やバス

やライトレールのマックス（ＭＡＸ）があるので、車はいらない、とても

動きやすい。

リノベーションが徹底している。倉庫が飲食

店に、映画館に、ギャラリーに姿を変えてい

る。工場が喫茶店に。工作機械がテーブルに

なっているのにはたまげた。広い空間でコー

ヒーを口にしながら思い思いの時を過ごす。作

り込むのが好きな日本人から見ると、そ、その

手があるのかと驚かされる。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』ポートランドへの旅 2017.9.29～10.5

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

浜松で健康惣菜をウリに20ha近い農地まで持って可能な限り無農薬で

栽培された野菜に天然素材の調味料を駆使し加工・調理・配達・販売まで

一貫して自社で行っている「知久屋」の社長の知久さんから「ポートラン

ドに視察研修にこれからの浜松を元気にしていく仲間と行くけど、一緒に

行かないか」と声をかけていただいた。

断る理由は見当たらない。6年ぶりとなるオレゴン州ポートランドを目

指すことにした。9月29日から10月5日の旅だ。

案内は今回もポートランド通の「商い創造研究所」代表の松本大地さん

だ。氏曰く「40回、案内した人は550人にもなる」と言う。今回の団体

は総勢18人、小生にとって3分の2は初対面、食の関係の経営者らとの旅

に期待が高まる。知らない志のある人との出会いがこの上なく好きだから

だ。

さて、ポートランド。アメリカ西海岸の北に位置する人口約60万人程

の中都市が、このところ世界中から注目を浴び続けている。2013年アメ

リカのベストシティランキング第１位、35歳以下が最も住みやすい街ラ

ンキング第１位、その他『メンズジャーナル』（2006年）や『マネー』

誌（2000年）でも、“全米でもっとも住みやすい街”に選ばれている。

また、・全米で最も環境に優しい都市 ・全米で最も自転車通勤に適し

た都市

・全米で最も外食目的で出かける価値のある都市 ・全米で最も菜食主義

者に優しい街

・きちんとした食生活で健康に暮らせる街 ・知的労働者に最も人気のあ

る都市

・全米で最も出産に適した街 にも選ばれている、賛辞の嵐の街なのだ。

バンクーバーからシアトルに入り、シアトルに１泊、翌朝貸切りバスで

ポートランドに向かった。車窓風景もなかなか面白い。鉄道貨物のとてつ

もない長さ、果てしなく続く農地、時折、現れるマチ。2時間半ほどで

ポートランドに入った。

まずは週末のみ開かれるポートランド州立大

学キャンパスでのファーマーズマーケットに向

かった。前回来たときにも最も印象的な催事

だった。地域で採れた野菜、花、くだもの、


